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はじめに  

 

 

私たち「池袋第一小学校の建替え等を考える会（以下、考える会）」は、

池袋第一小学校（以下、池袋第一小）、池袋第一小のＰＴＡ、同窓会、開放

運営委員会、町会、地域のまちづくり団体等の代表者及び豊島区によって構

成される組織です。 

平成2７年４月に会を設立して以来、約一年半にわたり、検討会、学校建築

に関する勉強会、区内外の学校視察、ワークショップ等を実施し、建替えに

関する知識・理解を深めてきました。また、提言書策定の参考とするため、

池袋第一小の児童・保護者・教職員、地域の皆様を対象としたアンケート調

査や地域説明会を行ない、様々な意見を集約・整理してきました。 

そしてこの度、考える会の中で出された提案、地域の皆様からいただいた

意見を反映させた提言書がまとまりましたので、本書のとおり提言します。 

今後、建替えによって池袋第一小が「学びの場」「生活の場」「地域の拠

点」として整備され、地域に安全・安心を与え、世代を超えて愛される学校

になることを願っています。 

 

 

池袋第一小学校の建替え等を考える会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ワークショップの様子 

 

他校事例視察の様子 
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１．池袋第一小学校の現況 

 

（１）位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）用途地域・地区等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目白小

目白一丁目

目白三丁目

目白四丁目

目白二丁目

― 小学校通学区域

― 中学校通学区域
○ 小学校

○ 中学校

池袋第一小学校 

豊島区上池袋 4-28-1 

用途地域 ： 第一種住居地域、近隣商業地域 

防火地域 ： 準防火地域、防火地域 

高度地区 ： 第三種高度地区 

日影規制 ： 測定面の高さ……平均地盤面から４ｍ 

       規制値……敷地強化線から５ｍラインで５時間、10ｍラインで３時間 

      近隣商業地域はなし 

道路斜線 ： 1：1.25（第一種住居地域・準工業地域）、1：1.5（近隣商業地域） 

建ぺい率／容積率：第一種住居地域・準工業地域 60％／300％ 

近隣商業地域 80％／400％ 
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（３）学校施設の現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■所在地  ： 豊島区上池袋４－２８－１ 

 ■校地面積 ： 6,013㎡（運動場 2,699㎡） 

 ■延床面積 ： 校舎 4,908㎡、体育館 558㎡ 

  ■構造   ： 鉄筋コンクリート造（体育館の一部は鉄骨造） 

 ■建設年度 ： 校舎 ・・・昭和 36年度 

体育館・・・昭和 39年度 

 ■主な教室等 

 ・普通教室 ：12教室 

 ・特別教室等：理科室１、音楽室１、図工室１、家庭科室１、生活科室１、コンピ

ュータ室１、ランチルーム１、児童会室 1、図書室１、和室１、少

人数学習室２、児童更衣室２、児童更衣室（プール）２ 

 ・管理諸室等：校長室１、職員室１、事務室１、主事室１、会議室 2、放送室１、 

印刷室１、保健室１、職員更衣室２、倉庫・物品庫等 3 

 ・子どもスキップ 

  

体育館 

 

管理・教室・特別教室棟 

プール 

管理棟 

正門 

通用門 

南門 

北門 

http://dtp-sozai.com/sozai/houi/houi03.eps
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２．建替えに係る条件等の整理 

 

（１）改築スケジュール 

 豊島区が平成 26 年度に策定した「豊島区立小・中学校改築計画第一次改訂」にお

いては、池袋第一小は平成 30 年度から改築工事を開始する予定でした。池袋第一小

の改築工事中の仮校舎は、現在池袋本町小が池袋本町地区校舎併設型小中連携校竣工

まで仮校舎として使用している旧文成小校舎が予定されていました。 

 しかし、平成 28 年 1 月、池袋中学校の校舎解体工事を前に校舎等の外壁仕上げ材

のアスベスト含有調査をしたところ、一部の外壁塗装に微量ながら規定値以上のアス

ベストが含まれていることが判明しました。これを受け、現池袋中の解体工事期間を

当初予定より大幅に延長し、池袋第一小の改築工事開始時期も平成 32 年度に延期す

ると区より説明がありました。 

 この説明を受け、考える会でも協議を行ない、児童や保護者の混乱を最小限に抑え

るよう区からしっかりと説明を行うこと、改築工事までの期間を無駄にせず、よりよ

い学校づくりへの検討の期間とすることなどを確認し、これを承諾しました。 

 以上の経緯により、池袋第一小の改築工事は、下図のとおり平成 32 年度から工事

開始とし、平成 34年度の二学期に新校舎開校を予定しています。 

 

 

 

 

 
Ｈ27 Ｈ29 Ｈ30 H32 H33

2015 2017 2018 2020 2021

池二小
校地

池袋中
校地

校庭
工事

中学校
グランド
使用開始

旧文成小
校地

池二小
校地

池袋中
校地

中学校
グランド
使用開始

旧文成小
校地

学校名
Ｈ28 Ｈ31 H34

2016 2019 2022

変
更
前

池
袋
本
町
地
区

校
舎
併
設
型
小
中
連
携
校

池袋中学校

校舎
改築工事

池袋本町小
池袋中
開校

池袋本町
小学校

池袋第一小
仮校舎

池袋第一小 考える会
基本設計・
実施設計

校舎改築工事
30年度1学期～
31年度3学期まで

変
更
後

池
袋
本
町
地
区

校
舎
併
設
型
小
中
連
携
校

池袋中学校
校庭工事
※期間未定

校舎
改築工事

池袋本町小
池袋中
開校

池袋本町
小学校

池袋第一小
仮校舎

池袋第一小 考える会
基本設計・
実施設計

校舎改築工事
32年度1学期～
34年度1学期まで

池袋中が

グランド使用

池袋中が

グランド使用

年度 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

予定 考える会 区長提言
基本計画
策定

基本設計 実施設計 改築工事 改築工事
新校舎開校
（8月）

※区の説明資料より抜粋(平成 28 年 1 月) 
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（２）改築期間中の仮校舎 

 改築工事期間中は、旧文成小学校を仮校舎として使用します。 

 両校の位置関係は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）児童数と学級数 

①児童数及び学級数（平成 28年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

②児童数及び学級数の推計（平成 28年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 28年度教育人口等推計（東京都教育庁）による。 

※推計値は、隣接校選択制等の要素を加味していない。 

池袋第一小学校 

豊島区上池袋 4-28-1 

仮校舎（旧文成小学校） 

豊島区池袋本町 4-36-1 

北池袋駅 

埼京線 

東武東上線 

年度 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

児童数 48 56 71 47 66 59 347

学級数 2 2 2 2 2 2 12

1年 2年 3年 4年 5年 6年

H28 48 56 71 47 66 59 347 12

H29 50 47 55 70 47 65 334 12

H30 46 48 46 55 71 47 313 12

H31 44 45 48 46 55 70 308 12

H32 42 42 44 48 46 55 277 12

年度
児童数

合計 学級数
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（４）学校教育目標 

 

①学校教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②目指す学校像 

「子供達が進んで学び､喜んで通うとともに､子供･保護者･地域が集う学校」 

  

 

人として尊ばれ、お互いの生命や人権を尊重し合い、地球上で夢と優しさをも

ち、自らを磨き、心身健康でたくましく生きようとする児童を育てる 

 

 ◎い…生かせ学び 

 

○け…健康増進 

 

○い…一途な夢 

 

○ち…地球人の優しさ 

 

『平成２７年度 学校要覧』より 
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３．建替え基本構想に関する提言 

 

（１）コンセプト －私たちの思い－  

 

 

 ■コンセプトに込めた思い 

 

考える会では、池袋第一小の建替えにあたり、池袋第一小が児童のことを第一に

考えた学校であってほしいという思いがあります。学習の場としてはもちろん、生

活の場であることも考え、児童がいきいきと学び、過ごせる学校であってほしいと

願っています。 

 

また、８０年を超える歴史と伝統を持つ学校として、これからも地域に愛され、

地域とともに歩む学校であってほしいという思いもあります。学校と地域のつなが

りを大切にし、児童がこの地で育ったことを誇りに思える学校であってほしいと願

っています。 

 

  これらを踏まえ、新しい池袋第一小が、地域と「ともに」生き、仲間である「と

もに」学び、学校・地域が協力して児童を育てていく、笑顔に溢れた学校であるこ

とを願っています。 

 

これまでの学校・地域のつながりを大切にしながら、児童が心身ともに大きく飛

躍する場として、これまで以上に学校・地域の「絆」を深めていきます。 

 

  

ともに生き ともに学び ともに育む集いの場 

輝け笑顔の池一小
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（２）基本的な考え方 

 

 

①「生かせる学び」を支える学習環境 

・児童のことを第一に考えた教育施設とし、日当りのよい教室や時代に対応した 

ＩＣＴ※1環境を整備する等「学習環境」を重視する。 

・１クラスだけでなく複数クラスや学年単位で学習活動ができる空間を確保する。 

・図書室は、図書室機能とＩＣＴ環境を一体化した「学習情報センター」として児

童が立ち寄りやすい位置に整備する。 

・校庭は、児童の体力向上や安全性の確保等を図る観点で定められた豊島区の方針
※2を踏まえながら、体育の授業・運動会を伸び伸びとできるよう現状と同程度以

上の面積を確保し、使いやすい形に整備する。 

・池袋第一小学校の校庭が、かつてアスファルトから改修されて以降、豊島区の小

学校の中でも数少ない「土系舗装の校庭を持つ小学校」として重ねてきた歴史を

大切にする。 

 

②優しさと思いやりを育てる生活環境 

・児童が一日の大半を過ごす場所であることを考慮し、手洗い・洗口所の充実等、

食べる、休む、憩うなどの「生活環境」を大切にした学校とする。 

・開放感があり、児童が心にゆとりを持つことができるよう配慮する。また、リフ

レッシュ・交流の場となる仕掛けや空間を整備する。 

・仕上げは木材を基調とし、採光のよい校舎にするなど、明るく、温かみがあり、

過ごしやすい空間にする。 

 

③みどりと触れ合う自然環境 

・都心に位置し、児童が自然に触れる機会が少ないため、自然と親しむことができ

るよう、ハード面（施設等）・ソフト面（仕組みづくり等）両面から工夫したつく

りとする。 

・周辺部の緑地など、現状と同様、校庭で自然を感じられる環境づくりを検討する。 

・環境負荷の低減や自然との共生に配慮するとともに、環境教育の場としても活用

できるように整備する。 

・児童が自然と触れ合うことを目的としたプロムナードや遊歩道の考え方を引き継

ぐ機能を検討する。 

  

１．「児童のため」を第一に考えた学校 

 

※１ ＩＣＴ    … Information and Communication Technology。情報通信技術。 

※２ 豊島区の方針 … 全天候型舗装で熱交換塗料を施した仕様を標準とする、小学校の運動場の整備方針。 
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①多様な地域開放の充実 

・「地域と地域」、「地域と学校」の交流をテーマとした地域開放を充実する仕組みを

検討する。 

・児童の安全を守りつつ学校側に負担がかからないような、地域団体やＮＰＯ等と

協力した管理のあり方を検討する。 

 

②上池袋地区のよりよい環境の実現 

・学校は地域の中心であることから、地域とのつながりを育むみどりや歩行者の環

境を敷地外周部に整備する。 

・施設の改築によって、日影や土ぼこり、騒音などによる地域への負荷が少なくな

るよう配慮する。 

 

③地域にとっても使いやすい学校 

・学校と地域開放利用者の動線を分けるなど、学校だけでなく地域や子どもスキッ

プもスムーズに活用できるよう適切な施設配置とする。 

・建物による死角を極力減らす工夫を行なう等、地域も見守りやすい学校とする。 

 

 

 

 

①災害時にも役立つ校庭 

・学校は木造住宅密集地域における貴重なオープンスペースであることから、校舎

を中層化（５階建て等）すること等も視野に入れ、限られたスペースを最大限活

用する方法を検討する。 

・池袋第一小学校の校庭が、かつてアスファルトから改修されて以降、豊島区の小

学校の中でも数少ない「土系舗装の校庭を持つ小学校」として重ねてきた歴史を

大切にしながら、災害時にも活用できる校庭とする。 

 

②地域の防災拠点機能の充実 

・地域の救援センターとして位置付けられていることから、災害時に活用できる設

備を整備し、地域の防災拠点としての機能を確保する。 

・避難者が一定期間避難生活を送ることを考慮し、福祉やバリアフリーの視点から

多様な利用者に配慮した整備をはかる。 

 

  

３．木造住宅密集地域に位置することを考えた学校 

２．地域とのつながりを大切にした学校 
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③周辺のまちづくりとの連携 

・「上池袋第２・３・４地区合同まちづくり協議会」による提案を踏まえ、木造住宅

密集地域に位置する学校としての役割を果たすよう整備する。 

・隣接するひばりがや広場の役割や機能を整理し、機能や空間を一体的に活用でき

るように整備する。 

・災害時に避難者や緊急車両が通行しやすいよう、敷地外周部を整備する。 
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（３）施設・機能の考え方 

 

 学校全体                               

・児童が落ち着いて学習や生活をできる環境を第一とする。 

・校舎内は、明るく開放感があり、木のぬくもりに包まれた温かみのある雰囲気と

する。 

・採光や通風に配慮し、冷暖房設備等、施設環境を充実させる。 

・時代とともに進歩する学習内容や学習形態、ＩＣＴ環境へ柔軟に対応できる設備

を整備する。 

・防音対策が必要な部屋は適切な対策をする。 

・建築条件が限られている中で自然を感じることができるよう、少しのスペースで

も自然、みどりと触れ合えるように緑化箇所の工夫をはかる。 

・現状と同程度の校庭面積を確保することを考え、校舎を５階建てなどの中層型と

することも検討する。 

・隣接するひばりがや広場が学校敷地になる予定であることを考慮し、校舎や校庭

の十分な広さが確保できるよう配置を工夫する。 

・児童、地域利用者及び災害時の避難者等、多様な利用者に配慮した施設配置とし、

トイレや階段等、福祉やバリアフリーの視点に立った整備をする。 

・子どもスキップは学校施設等も有効活用できるよう、連携をとって整備を進める。 

 

 教室など                               

・図書室と ICT関係の設備を一体化した「学習情報センター」を、児童が立ち寄り

やすい位置に配置する。その際、現在の階段型の読書スペース、立体的なつくり

を継承する。 

・多目的室、ランチルームなど、複数クラスが集まり活動できる空間を確保する。 

・校庭が狭く、スペースが少ない学校なので、現在の屋上や中屋のように、児童が

短い時間でも遊ぶ・憩うことのできる空間を確保する。 

・教職員の職場環境としても過ごしやすい環境を整備する。教室や準備室の設備

などは、教職員の意向を聴いて進める。 
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 校庭                                    

・校庭は、現状と同程度以上の面積を確保し、児童や地域開放利用者が運動しやす

く使いやすい形にする（体育授業、運動会が実施可能な広さと形に）。 

・トラックの回転半径を大きくし、できれば 100ｍトラックを確保する。また、直

線で 50ｍ走ができるようにする。 

・校庭面積を確保するためにも、これまで校庭に設置していた施設で（遊具、運動

会用テント、教材園など）、必ずしも校庭に設置しなくてもよい施設については、

その機能を守りつつ、別の場所に設置する等の検討をする。 

・体育の授業で使用する遊具等、現在、校庭内にある遊具は設置する。（鉄棒、ジャ

ングルジム、のぼり棒、雲梯） 

・授業で行う様々な競技や地域開放の際に、近隣を含め安全に使用できるよう、防

球ネットなどの設備面を配慮する。 

・運動会の観覧スペースとして使用するテントの設置について、これまでの機能を

持たせつつ、ピロティとの一体化も含めて検討する。 

・配置によっては、ひばりがや広場にテントを設置するという可能性を探ることも

検討する（校庭とひばりがや広場が一体化で整備される場合）。 

・教材園について、校庭でなくても屋上等、別の場所に設置することも検討する。 

・校庭の舗装については、これまでの池袋第一小学校の舗装に係る歴史的背景、思

いを重んじながら、近隣への影響も十分に考慮し、児童にとっての最善の策を探

る。 

・時代とともに進化した各種舗装の長所・短所を整理した上で、以下の機能を重視

した校庭にする。また、その上で整備後の管理・運営についても学校に負担のな

いあり方を検討する。 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 体育館                                   

・日常的な利用に加え避難生活のことも踏まえ、冷暖房設備を整備する。 

・現在の可動舞台を固定式または電動式にすることを検討する。 

・地域開放施設として、出入口の場所、管理の仕方に十分配慮した施設とする。 

・学校行事や地域の利用、災害時の避難生活の場としての機能を考慮し、体育館は

１階に整備する。 

・トイレや防災倉庫・備蓄倉庫等の配置に配慮する。  

・あらゆる児童に負担のかからない、形・舗装・色彩であること。 

・児童の発育に支障をきたさないこと。 

・児童のけがの防止につながること。 

・雨天後にすぐ体育の授業が再開可能であること。 

・児童が思い切り走り、転ぶことができること。 

・自然を感じることができること。 

・災害時にも対応できること（かまどベンチ等で火をおこすなど）。 
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 プール                                   

・プールは、屋内に設置する方向で検討する。その際、温水プールの整備も検討す

る。 

・屋内設置が難しい場合は、近隣マンションからの覗き見防止に配慮する。 

・紫外線防止のため庇等を設置する。 

・学年ごとに対応しやすいよう、プール内の床を上下可動式にすることを検討する。 

・プール使用期間以外は別の用途（テニスコート・バスケットボールコート・土俵

など）で活用することを検討する。 

・プールの水は災害時に活用できるようにする。 

 

 共用部分                                  

・玄関や廊下は明るく開放的で木目調にし、温かみのある空間とする。 

・トイレは全て洋式とし、機能的で明るく開放的な空間とする。また、児童数に応

じた個数や配置とする。 

・洗口所は設置数・場所を児童数に応じて適切に整備する。 

・照明はＬＥＤを基本とする。 

 

 地域開放施設                                

・現在の地域開放のあり方（体育館、多目的室、和室、校庭）は引き継ぎつつ、運

動系の団体だけでなく文化系の団体にも対応できるようなあり方を検討する。 

・日頃から地域間、あるいは、地域と学校が触れ合う場を設け交流が盛んになれば、

災害時にも役立つ。施設を整備するだけでなく、以下の方法等を参考にし、交流

する仕組みづくりを検討する。 

 

※参考 

【多世代で交流できる仕組みをつくる】 

・年配の方と児童との交流を定期的に行う。（例：餅つき、節分など） 

【現在の防災訓練を工夫】 

・現在の防災訓練（5町会合同）をさらにバージョンアップする。（例：防災訓練を兼ねた運動会

などをしながら、救援センターの周知をする） 

【食（給食）でつながる】 

・学校に給食室があるのは魅力的。最大限地域開放に活かしたい。 

・池袋第一小は給食がおいしいと評判なので活かす。世界のお料理なども実施している。現在の

おたっしゃ給食をバージョンアップし、世界のお料理編で児童と高齢者との食事会などを実施

して交流をはかる。  
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 外構                                 

・平常時の児童や地域住民の通行だけでなく、災害時の 

緊急車両の通行を考え、敷地内西側に歩道状空地を 

整備する。 

・歩道状空地は、児童や地域住民が自然に触れることが 

できるようにする。管理については、地域、学校、 

ＰＴＡが協働で取り組む可能性を検討する。 

・校舎周辺は、災害時に安全かつ確実に避難できるよう 

にする。 

・現在の裏庭は有効活用されていない。死角の少ない 

校舎配置とし、空間は積極的に児童や地域のために 

活用する。 

・現在のプロムナードや遊歩道の考え方を継承し、 

学校の緑をツールとした地域と学校の交流のあり方を 

検討する。 

 

 防災                                 

・災害時は救援センターとしての機能を十分に発揮できる施設として整備する。防

災備蓄倉庫、防災資機材倉庫、非常用発電設備、マンホールトイレ、かまどベン

チ等を整備するほか、プールの水を災害時にも活用できる設備とする。 

・防災目的で整備されたひばりがや広場が隣接しているのは、この学校の大きな特

徴であるため、災害時に機能や空間を一体的に活用できるように整備する。 

・西側歩道状空地の整備に併せて防災性の向上のため、電柱の移設などを働きかけ、

避難路として確保する。 

・南側道路の行き止まりを解消し、新たに避難門を設置する等、地域住民がスムー

ズに避難できるように整備する。 

 

 環境への配慮・環境学習                           

・都心のなかの限られたスペース、空間を有効に活用し、自然と触れ合える環境を

整備する。 

・周辺地域との調和に配慮した緑化計画とする。その際、既存樹木の活用、新規樹

木、屋上緑化・壁面緑化等、敷地内の緑化の推進を図る。 

・環境負荷の低減や自然との共生に配慮し、太陽光発電、雨水利用、屋上緑化等、

環境教育の場としての機能を整備する。 

・温室効果ガスの排出量を削減するために、日射遮蔽等、建物性能の向上を図ると

ともに、照明や冷暖房設備等の効率化を図る。 

・現在ある樹木で、伐採する必要のないものは出来る限り残す。また、伐採した樹

木をベンチに加工して活用する等、児童が自然を身近に感じられる工夫をする。 

※歩道状空地イメージ↑ 
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 近隣への配慮                                

・日影や土ぼこり、騒音などによる地域への負荷を少なくするように配慮するとと

もに、近隣住民との協議を行うことが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

16 

           

（４）配置計画とその特徴 

施設配置に関して、３つのプランについて、模型等を使って意見交換をしました。また、それをもとに校庭の広さを重視した３プランについても検討しました。 

 

案の特徴 Ａ案 … 校庭とひばりがや広場を体育館で接続する Ｂ案 … 校舎を南側に集約する Ｃ案 … 校舎を北側に集約する 

校舎面積を

確保する 

   

校舎 ・現況配置に近い案 
・校舎の採光、日当たりはよい（一部はそうでない箇所も
ある）。 

・中庭があり、明るくなる。 
・屋上が有効活用できる。 
・正門が道路に直接面してよい。 
・動線が短いので、移動に便利。 

・教室の日当たりがよい。児童にとって教室の向き、校庭
の配置がよい。 

校庭 ・ヒマラヤスギを残すことができる。 
・校庭の日当たりがよく、日照時間が長い。 

・ひばりがや広場と一体的に校庭が使える。 
・校庭に日影ができ、夏は涼しい。 

・日当たりがよい。 

地域との 
つながり 

・ひばりがや広場と体育館のつながりがあり、一体利用が
できる。 

・ひばりがや広場側を工夫すれば、校庭とつながりを持た
せることができ、開放感がある空間となる。 

・ひばりがや広場と体育館のつながりがあり、平時の地域
開放の視点では、一体感がありよい。 

災害時利用 ・ひばりがや広場と体育館のつながりがあり、一体利用が
できる。災害時にも有効である。 

・災害時は、ひばりがや広場と一体化しやすい。 
・緊急車両等の大型車が大通りから直接入れる。 

・ひばりがや広場と体育館のつながりがあり、一体利用が
できる。 

 
課題及び 
解決策・ 
提案 

・現在ある遊具（鉄棒等）を残すと、さらに校庭が狭くな
る。 

・プロムナードを残すと死角の位置になってしまう。 
・運動会時に保護者席（観覧スペース）の確保が困難。 
・ひばりがや広場と校庭が分断されるため、一時避難場所
として使いにくくなる。 

・災害時、現正門位置のままだと、緊急車両が敷地に入り
にくい。 

・プールに屋根等がないと、周囲の高い建物から見えてし
まう。 

＜提案＞ 
・校庭を広くするために、校舎の階数を増やす。 
・校庭だけでなく屋上も活用することで、児童が憩う空間
を確保する（緑化、遊ぶ空間の確保）。 

・校庭が日影になるので、土系舗装の場合、冬や雨天時は
使用できないことがある。 

・教室から校庭が眺められない。 
・トラックが急カーブになる。 
・校舎から校庭へ避難しにくい。 
・プロムナードが体育館の裏になる可能性があり、暗くな
ってしまう。 

＜提案＞ 
・校庭を広くするために、校舎の階数を増やす。 
・ふだんから児童が利用しやすいプロムナードとする。 
   

・校庭は、運動会時に保護者席（観覧スペース）の確保が
困難。また、遊具、教材園の場所の確保が困難。 

・体育館と校庭が分離しているため、災害時に使いにくい
（校庭と体育館が離れているため、物資運搬が大変）。 

・校門、昇降口は学校の顔であるが、地域からは見えにく
くなってしまう。 

・プールに屋根等がないと、周囲の高い建物から見えてし
まう。 

＜提案＞ 
・校庭を広くするために、校舎の階数を増やす。 
・ひばりがや広場に面する側を正門にする 
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案の特徴 H案 … 校庭とひばりがや広場を体育館で接続する K 案 … 校舎を南側に集約する L案 … 現在の配置に近づける 

校庭面積を

重視する 

   

校舎 ・正門が道路に直接面していてよい。 
・校舎周りの死角が少ない。 

・屋上が有効活用できる。 
・正門が道路に直接面してよい。 
・動線が短いので、移動に便利。 

・現況配置に近い案 
・校舎の採光、日当たりはよい（一部はそうでない箇所も
ある）。 

校庭 ・体育館と一体的に使える。 ・ひばりがや広場と一体的に校庭が使える。 
・校庭に日影ができ、夏は涼しい 

・日当たりがよい。 
・体育館と一体的に使える。 

地域との 
つながり 

・ひばりがや広場と体育館のつながりが地域開放の一体感
になる。 
・プールが周囲の高い建物から見えにくい。 

・ひばりがや広場側を工夫すれば、校庭とつながりを持た
せることができ、開放感がある空間となる。 

・プールが周囲の高い建物から見えにくい。 
・これまでと比較的近い配置のため新たな近隣への影響が
少ない。 

災害時利用 ・ひばりがや広場と体育館のつながりがあり、一体利用が
できる。災害時にも有効である。 

・災害時は、ひばりがや広場と一体化しやすい。 
・緊急車両等の大型車が大通りから直接入れる。 

・災害時は、体育館と校庭が隣接し、物資の運搬がしやす
い。 
・緊急車両等の大型車が大通りから直接入れる。 

 
課題及び 
解決策・ 
提案 

・校庭へのアクセスが悪く、災害時の避難や防災活動が不
便。 

・これまでと校舎の配置が大きく変わるので、近隣への影
響が変化する。 

＜提案＞ 
・ふだんから児童が利用しやすいプロムナードとする。 

・校庭が日影になるので、土系舗装の場合、冬や雨天時は
使用できないことがある。 

・教室から校庭が眺められない。 
・校舎から校庭へ避難しにくい。 
・プロムナードが体育館の裏になる可能性があり、暗くな
ってしまう。 

・これまでと校舎の配置が大きく変わるので、近隣への影
響が変化する。 

＜提案＞ 
・北側に教室を配置する。 
・ふだんから児童が利用しやすいプロムナードとする。 
・屋上の活用（緑化、遊ぶ空間の確保）。 

・プロムナードを残すと死角の位置になってしまう。 
・ひばりがや広場と体育館・校庭が分断されるため、一時
避難場所として使いにくくなる。 

・災害時、現正門位置のままだと、緊急車両が敷地に入り
にくい。 

＜提案＞ 
・ふだんから児童が利用しやすいプロムナードとする。 
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４．池袋第一小学校の改築に向けた参考意見について 

地域説明会を実施し、参加者からいただいた意見を以下のようにまとめました。 

 
（１）実施概要 
① 日 時  平成２９年３月２日（木）19：00～ 
② 会 場  池袋第一小学校 １階会議室 
③ 参加者  来場者 14名、委員 19名、事務局 6名 

 
（２）当日のプログラム 
① 開会 
② 会長あいさつ 
③ 委員紹介 
④ 提言書（案）の内容説明 
⑤ 質疑応答など 
⑥ 閉会 

 
（３）当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

      会長あいさつ                建替え提言書(案)の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      会場の様子              地域説明会終了後、考える会を開催 
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（４） 地域説明会における質疑応答の要旨 

質疑、意見など 回答 

質疑 設計業者をプロポーザル方式で決定

するにあたり、教育委員会として「校

舎、校庭はこのようなものが良い」と

いう案が現時点であるか。 

今後いただく提言書をもとに仕様を

作成し、それを業者に示して提案をい

ただく流れである。（区） 

質疑 校庭舗装の技術は改善していると思

うが、実際に現場を調査したうえで取

り組んできたのか。防災課の意見を聞

いて進めているか。 

目白小、池袋本町小等を視察した。 

池袋本町小、池袋第三小など、最新

の校庭を参考にしながら進めている。

（区） 

質疑 新校舎における校庭の維持管理につ

いてどのように考えているか。区が責

任を持って取り組むか。 

どのような校庭になったとしても、

区が責任を持って管理を行う。（区） 

 

意見 阪神・淡路大震災の時、区として今

後土系舗装の校庭にするという方針が

示されたはずだが、いつの間にか変わ

ったという印象である。 

この地域は広い空間が非常に少な

く、学校は防災の拠点として重要な位

置づけである。高齢者も多く、寒い時

期の災害時のことも考え、焚火で暖を

とることなどを考えて検討してほし

い。 

 

全天候型舗装に熱交換塗料を施した

ものを標準とする方針は、平成 24年

に教育委員会で決定した。 

災害時に校庭で焚火をすることは危

険であり想定しておらず、体育館の冷

暖房完備など、災害時を考えた対応を

行っていく。（区） 

意見 24～25年前の校庭改修の際、大

学教授などと協力して、地球温暖化な

どの環境問題にも配慮しながら校庭の

検討を行った。「豊島区の学校校庭を

すべて芝生化する」という記事もあっ

た。環境問題も重要視し、サーファム

ではなく自然のものをと考えている。 

地球温暖化等への対策としては、校

庭の舗装に関わらず、雨水利用や屋上

緑化など、改築工事全体で対応してい

くことになる。 

また、かつて校庭の芝生化の方向性

もあったが、芝を良い状態で維持管理

していくことが難しいという結果にな

り、平成 24年に小学校に関して全天

候型舗装に熱交換塗料を施したものを

標準とする方針を決定した。（区） 
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校庭の舗装が土系舗装か全天候型舗

装かという点については、考える会で

も何度も話し合いを重ねている。その

結論が提言書(案)に表れていると思

う。 

子どもは土系舗装に親しみ、親も愛

着があるだろう。一方で、改築にあた

っては現在より広い校舎面積が必要

で、単純に配置すると校庭が狭くなっ

てしまう。校庭面積を確保するために

校舎配置を変えると校庭に日が当たら

なくなる可能性がある。そういった点

も含め、未来を考えあらゆる視点で考

えてきたつもりである。深刻な災害が

起きたら、地域で力を合わせて防災拠

点を運営していくことになると思って

いる。（委員） 

 

考える会では校庭に関しての話し合

いは長い時間を費やした。防災の視点

では、避難の時はまず校舎内に避難す

ることになっている。 

提言書のコンセプトは、最初に「児

童のためを第一に考えた学校」であ

る。体育の時間は 5・6年生で年 90

時間、保健体育を除くと 80時間とな

り、雨や雪で 2・3 日校庭が使えない

現状を知った。このような限られた時

間の中で、果たして子どもたちにとっ

てどのようにすれば最良かを考えた。

いろいろな調査をした結果、このよう

な提言書となっている。（委員） 
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意見 自分は子どもが池一小に通っている

保護者であり、近隣住民である。 

子どもの体育の授業を見ると、雨や

雪の後しばらくは校庭で授業はできて

いない。また、乾燥する季節は砂埃が

ひどく、先生方が水を撒いてから授業

をしている。決められた体育の授業時

間を十分に活用できていないのは現在

の校庭のデメリットである。 

また校庭の表面温度だが、真夏の直

射日光がひどい時期はプールなどを使

っており、そもそも外で授業は行って

いない。そのため、校庭の表面温度は

大きく影響がないと思う。 

地域住民としては、乾燥している時

期は砂埃が舞い、家中が砂だらけにな

ってしまう。春の気持ちいい時期に窓

を開けていられないと話すことがあ

る。 

土の良さ、感触は教育上大切だと思

うが、全体を考えるとグラウンドは全

天候型舗装にし、遊歩道やプロムナー

ド等といった別の場所で子どもたちが

自然や土と親しめるようにできればよ

いと考える。 

 

質問 維持管理や土ぼこりの問題がどのよ

うな経緯で現在のようになったのか、

現在どのような問題が起きているのか

という実状を把握していないのではな

いか。 

教育委員会として防災課と連携をし

ているのか。 

今後提言書をまとめ、さらに先に進

むことになると思うが、更に地域の意

見を求める場はあるのか。校庭の舗装

について私たちが知る場、意見を聴い

てもらう場はあるのか。 

考える会でも校庭舗装についてかな

りの時間をかけて話し合いをしてい

る。いずれにしても「児童のための教

育、学校」というところを第一に考え

ていく。（区） 
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意見 提言書では校庭の舗装について意見

が二分されている。ある程度方針がは

っきりした状態で設計に入らないとい

けないのではないか。あるいは、教育

委員会が今日の意見を聞いた上で、責

任を持ってまとめるという立場になる

べきではないか。 

考える会で土系舗装・全天候型舗装

に意見が分かれたためこのような提言

書になっている。プロポーザルについ

ては、教育委員会としての方針をきち

んと立てたうえで臨みたい。 

考える会は今後も存続する。段階ご

との説明会も実施予定である。 

プロポーザルに入る前に教職員、保

護者、地域の方々の意見を集約し、そ

のうえで教育委員会で方針を決めてプ

ロポーザルに臨むことをお約束する。

（区） 

 

 

（５） 説明会終了後の考える会について 
① 日 時  平成２９年３月２日（木）20：15～20:45 

 ② 協議内容の要旨 

協議内容 今後の方針 
・質疑応答は、校庭の舗装に関することに集中
していた。 

・校庭の舗装については、考える会における協
議と同様、土系舗装を希望する声も、全天候
型舗装を希望する声も両方あった。 

・考える会でも、二種類の舗装の長所・短所に
ついて時間をかけて協議しており、それぞれ
の意見に関わる内容は『建替えに関する提言
書(案)』に記載がある。 

『建替えに関する提言書(案)』
の内容は変更せず、このまま区長
に提言を行う。 

・多くの意見が出されており、当初想定してい
たページ数では掲載しきれない。 

ページ数を増やし、質疑応答の
要旨を具体的に記載する。 

・質疑応答の内容を、地域にもフィードバック
するべきである。 

ニュース発行等の方法と時期を
検討し、地域に当日の様子が伝わ
るようにする。 

・考える会の中でも地域説明会の中でも意見
は二つあり、やはり提言の段階でどちらかに
絞ることはできない。 

 区には、考える会や地域説明会
などこれまでの経過を踏まえた上
で改築の方針を検討するよう求め
る。 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料編 

 

「池袋第一小学校の建替え等を考える会」における検討経過 
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（１）活動経過 

回 開催時期 協議事項 

第 1回 
平成 27年 

4月 28日 

・池袋第一小学校の建替え等を考える会の設立について 

・池袋第一小学校の建替え等を考える会の進め方について 

・池袋第一小学校の現況等について 

第 2回 

勉強会 
6月 16日 

・勉強会（講師：長澤悟氏(教育環境研究所所長、元東洋大学理工学部 

建築学科教授） 

・今後の進め方（先進事例視察について、アンケート調査について） 

アンケート 7～8月 ・アンケート調査の実施・集計 

視察 8月 25日 ・目白小学校、区外近隣小学校(1校)を視察 

第 3回 9月 10日 

・池袋第一小学校とその周辺を現地調査  ・視察報告・振り返り 

・ワークショップ①（先進事例を視察した内容、前提条件を共有した上で

施設計画の検討①（建替えへの「思い」の共有） 

第 4回 10月 8日 

・アンケート結果概要について 

・前提条件等の整理・設定確認 

・ワークショップ②（計画計画の検討②（計画の方針づくり）） 

第 5回 10月29日 
・アンケート結果概要について 

・ワークショップ③（施設計画の検討③（計画の方針づくり）） 

第 6回 11月17日 ・ワークショップ④（施設計画の検討④（計画の方針づくり）） 

第 7回 12月10日 ・ワークショップ⑤（施設計画（案）、提言書案たたき台について） 

第 8回 12月22日 ・提言書案（基本構想案）について 

第 9回 1月 28日 ・改築スケジュールの変更について 

第 10回 2月 25日 ・校庭舗装について 

第 11回 3月 15日 
・校庭舗装について 

・改築コンセプトについて 

第 12回 
平成 28年 

4月 19日 
・改築コンセプトについて 

第 13回 5月 26日 ・提言内容まとめ 

第 14回 6月 21日 ・提言内容まとめ 

視察 
10月 6日 

10月 27日 
・池袋本町小学校を視察 

第 15回 11月 8日 ・提言内容まとめ 

第 16回 
平成 29年 

1月 26日 

・提言内容まとめ 

・地域説明会について 

地域 

説明会 
3月 2日 ・地域説明会 

区長 

提言 
6月(予定) ・区長提言 
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（２）他校事例視察 

 

①板橋区立板橋第一小学校（平成２７年８月２５日） 

広い敷地を有効に使い、多目的スペースを豊富に設けているのが特徴。特に低学年

オープンスペースにある「ＤＥＮ」は、学習以外にも憩いの場として活用されており、

児童が落ち着いて生活できるように配慮されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
校庭 

 

職員室 
 

中・高学年の昇降口 

 

DEN(低学年オープンスペース内) 

 
体育館 

 
普通教室 

 
メディアセンター(図書室) 

 

 
普通教室前スペース 

 

 
屋上緑化 

 
プール（４階屋上） 

 
大階段から続く多目的室 

 
大階段 
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②豊島区立目白小学校（平成２７年８月２５日） 

シンボルツリーであるヒマラヤスギ、秋田杉やめじろファームなど、自然に触れる

ことのできる箇所が複数ある。また、最新のＩＣＴ機器の導入や洗口所の設置など、

豊島区の最新の改築校の見本として参考になる部分がたくさんあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普通教室 
 

プロジェクタによる授業 

 

 

洗口所 

 

プール（屋上） 

 
なかよしの庭、めじろファーム 

 

学習情報センター（図書室） 

 
体育館 

 
能代産の秋田杉を使用 

 

ヒマラヤホール 

 
校庭 

 
昇降口 

 
シンボルツリーのヒマラヤスギ 
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（３）アンケート調査 

提言書策定の参考とするため、池袋第一小学校の児童・保護者・教職員、地域の方々

を対象にアンケート調査を実施した。 

■調査期間  平成 27年 7月 3日（金）～7月 31日（金） 

■調査対象  池袋第一小学校の児童、保護者及び教職員 （計 740名） 

         通学区域内の区民 （計 50名）   合計 790名 

■集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査結果の紹介（一部） 

 【好きな場所、よいと思うところ】（複数回答可） 

  

●１～３年生（回答件数：171） 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

●４～６年生（回答件数：477） 

  

 

 

   

 

 

 

 

0 10 20 30 40 50

校庭

図書室

プール

体育館

教室

0 10 20 30 40

中屋

体育館

図書室

屋上

校庭
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●保護者（回答件数：99） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●地域（回答件数：30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新しい学校にほしいもの】（複数回答可） 

●１～３年生（回答件数：173） 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な意見 
土の校庭
（8） 

・砂埃が舞うが、サッカーなどスポーツする
のに良い。 

・雨が降ってもすぐ乾く。 
プロムナード
（8） 

・自然と触れ合える 

図書室（6） ・読み聞かせがよい 
・広々としている 
・靴を脱いで本が読める 

和室（3）  ・学校に和室があるのはよい 

ウサギ小屋
（3） 

・生き物に触れられる 

 

 主な意見 
校庭（2） ・土の校庭がよい 

図書室（2） ・立体的なつくりで広々としている 
和室（2） ・気持ちがひきしまる 

中屋 
 
外フェンス 
 
ヒマラヤスギ 
 
緑 など 

・短い休憩時間にリフレッシュできる。 
 
・子どもたちのようすが外から眺めることが
できる。 

・シンボルツリー。子どもたちも自慢げに話をして
くれる。 

・全体的に緑が多くて良い。 
 

0 5 10 15 20 25

広い校庭

室内プール

広いプール

ブランコ

エレベーター
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●４～６年生（回答件数：477） 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 【新しい学校で重視してほしい点】（複数回答可） 

  ●保護者（回答件数：99） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●地域（回答件数：27） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0 5 10 15 20 25

室内プール

ブランコ

体育館に冷暖房

遊具

滑り台

 主な意見 
運動の場 
（22） 

・校庭を広くする 
・土のままがよい 
・材質を変える 

学習の場 
（16） 

・図書室の充実 
・少人数学習に対応する 
・教室を広くする 

安全・安心 
（15） 

・不審者対応をしっかりとする(防犯カメラ等) 

環境・エコ
(6)  

・温暖化に対応する。・雨水利用 
・屋上緑化 

バリアフリ
ー（6） 

・車椅子にも対応できるように。 
・エレベーターの設置 

 

 主な意見 
安全・防災
（8） 

・救援センターとして更なる機能強化。 

運動の場
（5） 

・衛生面を考えプールを室内にする。 
・ひばりがや広場を含めた計画をし、校庭を広
くしてほしい。 

バリアフリ
ー(4)  

・エレベーターの設置。 
・地域の中心校として必要不可欠 

学習の場
（3） 

・子どもの育成の基本 
・更なる外国語教育の特化を。 

地域と学校
の連携・交
流（3） 

・町会との連携 
・高齢化社会への対応で若者と 
高齢者の交流の場にする。 
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（４）検討の様子、ワークショップの概要 

①ワークショップの目的 

池袋第一小学校をどのような学校にしたいか、より多くの意見・要望を挙げ、

建替えに関する提言書のコンセプト、基本方針、整備方針、施設配置等に反映

させることを目的として実施した。 

 

②ワークショップの内容 

 

 

テーマ：視察事例から考える／今の学校の良いところ、建替えへの思い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ：学校計画の方針づくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他校事例視察で訪れた 2校の様子を振り返

るとともに、そこから見えた「今の学校のよ

いところ」を確認した。また、それぞれの

「建替えへの思い」を共有し、検討における

多様な視点を確認した 

 改築の前提条件となる学校の現況や周辺のま

ちづくりの状況を共有した。 

その後、「児童たちにとっての学校」「地域と

のつながり」「災害時利用」の 3 つのテーマに

ついて、新しい学校に取り入れたいことは何か

を協議した。 

各テーマに対する意見：P.34～35参照  

  

■ ワークショップ１（９月１0日） 

■ ワークショップ２（10月8日） 

各グループからの意見：P.32～33参照 
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テーマ：学校計画の方針づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ：学校計画の方針づくり‐整理すべき課題‐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ワークショップ３（１０月２９日） 

 

 

 前回のワークショップで出た３つの校舎配

置案の特徴・考え方を共有した後、それぞれの

「よいと思う点」「改善したい点、心配な点」

を意見交換し、考える会全体でさらに考えを

共有した。 

 

各テーマに対する意見：P.36～37参照 

 これまでのワークショップで出された意見

の中で、対立してしまうため考え方の整理が

必要な意見を共有した。それぞれについて再

度グループ協議を行ない、新しい池袋第一小

においてはどのような考え方がよいかを検討

した。 

各配置案に対する意見：P.38～39参照 

■ワークショップ４（11月 17日） 
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テーマ：建替えに関する提言書（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ：建替えに関する提言書（案）／改築校のコンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ ワークショップ 5（12月 10日） 

 

 

 これまでの意見や考えを整理し、「建替えに

関する提言書（案）」としての共有を行なった。 

 基本方針や整備方針のまとめ方を確認した

ほか、文言を整理する必要がある事項などを

共有した。 

 

各テーマに対する意見：P.40参照 

 提言書（案）の内容を、学校のあり方の面を

含めて多様な視点から検討した。 

 また、豊島区の直近の改築校のコンセプト

の情報共有を行ない、池袋第一小の改築コン

セプトについてのイメージを広げた。 

■ワークショップ 6（12月 22日） 
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  ③ワークショップでの意見 

ワークショップ１ 

テーマ：視察事例から考える／今の学校の良いところ、建替えへの思い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．視察で参考になったこと、思うこと 

 

 

２．池一小で良いところ、残したいところ、大切にしたいこと 

 

 

 

３．池一小で改善したいこと、充実してほしいこと 
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４．新しい池袋第一小学校への「思い」、「めざすもの」 
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ワークショップ２ 

テーマ：学校計画の方針づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．児童たちにとっての学校 

 

 

 

２．地域とのつながり 
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３．災害時利用 
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ワークショップ３ 

テーマ：学校計画の方針づくり 

A 案（体育館接続案） B 案（南側集約案） C 案（北側集約案） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A 案（体育館接続案） 
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B 案（南側集約案） 

C 案（北側集約案） 
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ワークショップ４ 

テーマ：学校計画の方針づくり‐整理すべき課題‐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A グループ：児童たちにとっての学校・学校のよいところを残す 

B グループ：地域とのつながり・環境への配慮 
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C グループ：災害時利用 

全体意見交換で出された方針と検討事項 
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ワークショップ５ 

テーマ：建替えに関する提言書（案） 
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第１０回検討会 

テーマ：校庭舗装について 
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第１１回検討会 

テーマ：改築コンセプトについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１５回検討会 

テーマ：池袋本町地区校舎併設型小中連携校視察、提言書まとめについて 
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（５）「池袋第一小学校の建替え等を考える会」会則 

 

（名 称） 

第１条 この会は、池袋第一小学校の建替え等を考える会（以下、「本会」という。）と称す

る。 

 

（目 的） 

第２条 本会は、豊島区立池袋第一小学校（以下、｢学校｣という。）の児童の学習の場及び生

活の場としての安全・安心で快適な学校環境を確保するため、教育内容・方法の多

様化及び情報化や環境保護等の社会情勢の変化に対応した、また、生涯学習や地域

活動等のまちづくりの拠点としての地域に開かれた学校施設づくりを推進すること

を目的とする。 

 

（協議事項等） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる活動を行う。 

（１）学校施設づくりに必要な調査・研究を行うこと。 

（２）学校改築等の基本構想をまとめ、豊島区教育委員会並びに豊島区長に提言すること。 

（３）学校改築等の基本構想の実現に向けた活動を推進すること。 

（４）その他、学校施設づくりに関すること。 

 

（構 成） 

第４条 本会は、次に掲げる団体等から推薦、または、選出された者で構成する。 

（１） 学校のＰＴＡ、同窓会 

（２） 学校通学区域内の町会及び居住する者の団体等 

（３） 学校通学区域内で活動する地域団体等 

（４） 豊島区、教育委員会及び学校 

 

（役員等） 

第５条 本会の役員の構成及び職務は次のとおりとする。 

（１）会長、副会長、その他の役員は、委員の中から互選によって定める。 

（２）会長は、本会を代表し、会務を総括する。 

（３）副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、これを代行する。 

 

（任 期） 

第６条 委員及び役員の任期は、本会の設立の日から学校の改築等が終了するまでとする。 
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（会議運営等） 

第７条 本会は会長が召集し、会議を主宰する。 

２ 本会は、必要に応じて部会等を置くことができる。 

３ 学校通学区域内に居住する者及び学校に通学する生徒の保護者は、会議を傍聴すること

ができるものとする。但し、必要がある場合は、委員のみで会議を開催できるものとす

る。 

４ 会長は、必要に応じて委員以外の者を会議に出席させることができる。 

５ 委員は、地域の意見が充分反映されるよう協議するものとする。 

 

（事務局） 

第８条 本会の事務局は、豊島区教育委員会事務局学校施設課に置く。 

 

 

（会則の改正） 

第９条 この会則に変更の必要が生じたときは、会において協議のうえ改正するものとす 

る。 

２ この会則に定めのない事項については、会において協議のうえ定めるものとする。 

 

 

 

付 則 

１ この会則は、平成２７年４月２８日から施行する。 
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（６）「池袋第一小学校の建替え等を考える会」委員名簿 

氏名 所属団体等 備考 

野間口 雄三 池袋第一小学校 PTA 会長 会長 

高橋 深雪 池袋第一小学校 PTA 副会長   

谷口 智冨美 池袋第一小学校 PTA 役員   

坂間 安見子 池袋第一小学校 PTA   

西岡 賢二 池袋第一小学校 PTA   

久郷 直人 池袋第一小学校 PTA   

武石 雅彦 池袋第一小学校同窓会 会長 副会長 

鈴木 政義 上池袋池八町会 防災部長 28.11.8 から 

熊谷 幸恵 上池袋東雲町会 婦人部相談役   

斉藤 重美 上池袋三丁目町会  副会長   

小峰 博 上池袋町会 町会長   

石原 裕 池袋東一町会 副会長   

森澤 修一 上池袋まちづくりの会 第二地区 会長   

戸田 汎 上池袋まちづくりの会 第三地区 会長   

宮本 志津子 上池袋まちづくりの会 第四地区   

石井 幸子 池袋第一小学校学校開放運営委員会 委員長   

木村 道人 池袋第一小学校 副校長 28.4.1 から 

豊田 崇 池袋第一小学校 主幹   

天貝 勝己 豊島区教育委員会事務局 教育部長   

木山 弓子 豊島区教育委員会事務局 学務課長 28.4.1 から 

近藤 正仁 豊島区施設管理部 施設整備課長 28.4.1 から 

田幡 浩一 池袋第一小学校 副校長 28.3.31まで 

井上 一 豊島区教育委員会事務局 学務課長 28.3.31まで 

野島 修 豊島区施設管理部 施設整備課長 28.3.31まで 

亀山 幸男 上池袋池八町会 町会長 29.4.18まで 

事務局：豊島区教育委員会事務局教育部学校施設課 

 

 

 

 

 

 

 

 


